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 研究要旨：膵嚢胞性疾患は、膵癌の前癌病変である可能性がありそれを有する患者の

取り込みは重要な課題である。一方、膵嚢胞による特異的な自覚症状はなく、健診や
他疾患での画像検査において初めて膵嚢胞の存在を指摘される。今回、当院にて膵嚢
胞を指摘された症例の背景を解析するとともに臨床現場における膵嚢胞疾患の対応を
調査した。また膵嚢胞疾患からの膵癌への進展を前向きに解析するとための臨床研究
を企画し、臨床マーカー検索のためのサンプル収集とデータベース作成に着手した。 

 

 
Ａ．研究背景と目的 
膵嚢胞性疾患、中でも膵管内乳頭粘液腫瘍
(IPMN)は前癌病異変と考えられているが、
自覚症状を呈することが極めて稀である。
その存在は、健診や他疾患で実施された腹
部画像検査（腹部超音波検査(US)、CT、MRI
）にて偶然診断されることが多い。本研究
の対象である膵管内乳頭粘液腫瘍(IPMN)患
者の取り込みには、膵嚢胞性疾患の拾い上
げが重要である。そこで本年度は当院にて
膵嚢胞性疾患の存在を指摘された患者の臨
床背景を調査し、診断の契機となった病歴
・併存疾患について解析した。また対象例
を登録して前向きに追跡する臨床研究を企
画した。さらに膵嚢胞性疾患から膵癌への
進展を診断する臨床マーカー探索のため、
膵癌症例、膵嚢胞性疾患例のサンプル収集
とデータベース作成を開始した。 
Ｂ．研究方法 
本班研究を遂行するため、病院輸血部肝炎
センターにサンプル収集とそれとリンクし
たデータベース作成を行う分門を設置した
。外来・病棟にてサンプル提供を呼びかけ
同意を得た対象は、2014年6月から2015年1
月までに大阪市立大学病院の通院患者の内
、膵嚢胞性疾患の存在を指摘された107例で
ある。また膵癌と診断された52例と臨床背
景を比較検討した。膵嚢胞性疾患例の内訳
は男性51例、女性56例であり年齢の中央値
69歳(36歳—88歳)。一方、膵癌例の内訳は男
性32例、女性20例であり年齢の中央値68歳
(46歳—81歳)。 
Ｃ．研究結果 
膵嚢胞性疾患例の臨床背景は、飲酒歴あり: 
52(49%), 糖尿病合併: 31(29%)。一方、膵癌
例では飲酒歴あり: 52(38%), 糖尿病合併:  

 膵嚢胞のため通院していた病例を確認した。 
Ｄ．考察 
膵嚢胞性疾患例では、飲酒歴を有する患者が半
数存在していた。飲酒が膵嚢胞の発症に関係し
ていると考えるより、飲酒が受診の契機となり
、腹部画像検査にて膵嚢胞の存在が診断された
ものと推測される。無症状の膵嚢胞生疾患例を
取り込むことが今後の課題と考える。初年度に
膵嚢胞性疾患を診断し登録できた症例につい
て追跡を開始した。膵癌症例も含めて経時的に
サンプル収集を行い、診断・予後等の詳細な臨
床推移をデータベース化する計画である。 
Ｅ．結論 
慢性肝疾患例、胆道疾患におけるスクリーニング
検査から膵嚢胞性の合併例を抽出し、膵癌への進
展に関する前向き研究への登録を開始した。 
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